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全体では「3食きちんと食べる」割合が約 6割、
スポーツを「週に3回以上」する割合は約 15%
「3食きちんと食べる」割合が59,7%、
スポーツを「週に3回以上」する割合は14.6%
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入学後の異文化交流の機会で最も多かつたのは
「授業で体験した」(31.0%)
異文化交流を―度も経験したことの無い学部学生の割合は33.6%
異文化交流を経験した際の感想では「語学力不足を感じた」が最も多く、4フ.2%
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「3食きちんと食べる」割合が5轡 .アツ犠、
スポーツを「週に3回以上」する割合は11尋.61%b

「週に3回以上」運動をすると答えた学部学生の内、「3食きちんと食べる」と回答した学生は|

72.5%と非常に高い割合を占めており、定期的にスポーツをする学部学生は食生活のバランス

にも気を配つていることが分かります。
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入学後の異文化|

最も多かつたのは「授業で体験した」(31.0%)
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異文化交流を一度も経験したことの無い学部学生の割合は33.6%
異文化交流を経験した際の感想では「語学力不足を感じた」が最も多く、47.2%

入学後の異文化交流の機会に関して、国際教養学部の学部学生は授業で「体験した」が86.0%を
占めるなど、英語で授業を実施するクラスなどにおいて異文化交流の機会が多しヽことがうかがえます。
また、異文化交流経験が「一度も無かつた」(33.6%)と いう回答が、回答数全体では最大件

数となました。一層の国際化を目指す早稲田大学において、異文化交流の機会を更に数多く設けt

またより積極的な参加を促す必要があるといえるでしょう。
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第4章 調査結果の要約と特徴

食生活では「3食 きちんと食べる」と回答 した

学部学生が59.7%と なってお り、その約6割が朝・

昼・晩それぞれの食事をきちんととっていること

が分・かります。

その一方で「時間や回数が不規則である」(".0%)

と約3割の学生が不規則な食事のリズムであるこ

とがうかがえます。

では食事 をする場所についてはどのような傾

向がみ られるで しょうか。昼食をとる場所につ

いては、「キャンパス内売店 (コ ンビニを含む)」

(31.5%)、 「キャンパス内飲食店」 (19■%)と キャ

ンパス内で食事を済ませるという割合が合計で過

半数を占め、キャンパスの外で食事をする「キャ

ンパス外売店 (コ ンビニを含

む )」 (8.7%)や 「キ ャンパ

ス外飲食店」 (14.0%)を 大

きく上回っています。休み  VV
時間中の教室移動等 を考え  30
るとやは リキャンパス内の  25
食堂で食事をした リコンビ  20
ニエ ンスス トアでバ ンやお  'V
にぎりを購入する方が便利  10
に感じられているようです。  5

0

その他
1.1%

朝食以外は食べる
10.1%

食
べ

な
い

運動 をする頻度については、「週 に3回 以上」

(14.6%)、 「週に1・ 2回」 (34.2%)と 約半数の学生

が週に 1回以上運動をすると答えたのに対 し、週

に1度 も運動を「していない」 と答えた回答者 も

39.3%と 4割近 くに上 ります。グラフには不 して

いませんが、スポーッ科学部では「週に3回以上」

と答えた学生が57■%と他学部に比べて圧倒的に

高い比率を占めており、学部の特徴がうかがえま

す。

また、「週に3回以上」運動をすると答えた学生

の内、「3食 きちんと食べる」 と回答 した学生は

72.5%と 非常に高い割合を占めてお り、定期的に

運動をする学生は食生活のバランスにも気を配っ

ていることが分か ります。
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入学してからこれまでの間にキャンパスで、文

化や国籍の枠を越えた学生相互の異文化交流を体

験する機会を持ったかどうかという設問 (主なも

のを 3つ まで選択)において、最も多かった回答

は「授業で体験 した」 (36.9%)で 、大学におけ

る課外活動の中心となる「サークル活動の場で体

験 した」 (26.8%)を 越える数値結果が得 られま

した。国際教養学部の学生が授業で体験 したとい

う割合が86%を 占めるなど、英語で授業を実施す

るクラスなどにおいて異文化交流の契機を見出す

ことが多いことがうかがえます。一方、「一度も

無かった」 (40.0%)と いう回答が、回答数全体

では最大件数を占めました。一層の国際化を目指

す早稲田大学において、異文化交流の機会を更に

数多 く設け、より積極的な参加を促す必要がある

といえるでしょう。

また男女別に見ていくと、両者の間で大きな差

異は見 られませんが、男性は女性より異文化交流

を授業にて体験する割合が低 く (男性 33.5%:女

性41.6%)、 異文化交流 を体験する機会を持った

ことのない割合が高い (男性43.8%:女性34.8%)

という傾向がうかがえます。所属別に見た場合、

男子学生の比率が高い理工の学部において異文化

交流を体験する学生が少ないことが結果に反映さ

れたものと思われます。

26.4 39.5

1.6

全  体

(3,886人 )

(2,904人 )

男 性
(2,187人 )

(1,677人 )

女 性
(1,699人 )

(1,227人 )

43.8

1.1

27.0 34.810.1

2.3
(%)

(基)授業で体験した ■)ゼミや研究室で体験した  ([⊃サークル活動の場で体験した

橿躙判国際コミュニティセンター(ICC)主催のイベントで体験した 《翁ボランティアセンター(WAVOC)主催のイベントで体験した

⊂)学生ラウンジで体験した 瑕その他
上段は複数回答の延べ数、下段は実際の回答者数

(I)一度もなかった

41.5

全体 ,724人 )

セ
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ミ した
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セ ン

ウンジ /c (s26,I.) (206,^.)

左は複数回答の延べ数、右は実際の回答者数
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主催のイベントで体験した 120人
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前ページ下のグラフで示 しましたが、設問

(404)と 設問 (406)異 文化交流を体験 して、 ど

のように思いましたかという設問 (主 なものを3

つまで選択)の クロス集計においては、「授業で

体験 した」 (31.0%)と 回答 した人の内、「語学力

不足 を感 じた」 (50.6%)、 「外国に興味を持った」

(43.3%)と いう回答結果が示されました。これは

授業を通 じて、異文化に対する興味を深めてはい

ますが、その反面、日常生活ではあまり使う機会

のない、外国語を通 じたコミュニケーションの難し

さを実感していることが伺えます。

最後に、「授業で体験 した」 (3■0%)と 回答 し

た人の内、授業以外のどの場所で異文化交流を体

験 したかという分析においては、「サークル活動

の場で体験 した」(34.0%)が 一番多い回答率を

占めました。これは、異文化交流を持つことに関

心のある学生は、サークルなどの課外活動におい

ても異文化交流体験を望む傾向があることが伺え

ます。

では異文化交流を体験 した学生の感想はどのよ

うなものでしょうか。最も顕著だった回答は「語

学力不足を感 じた」 (47.2%)と なっており、実際

に外国の方々と接 してみて同 じ言語で意思疎通

をすることのできないもどか しさを感 じている

ようです。 しか し、一方で「外国に興味を持っ

た」 (41.5%)、 「外国について知ることができた」

(28.5%)、 「留学生の友達ができた」 (25.5%)と 異

文化に対して積極的に関わっていく姿勢がうかが

える回答 も多 く寄せ られました。「何 も得たもの

はない」(3.0%)「つまらなかった」 (1■%)「国際

交流に興味を持てなくなった」 (0。9%)と 異文化

交流自体をネガテイブにとらえる回答はかなり少

なく、回答者は相応に異文化 との交流を楽しんだ

ようです。

グラフには不 していませんが、学部別にみる

と、国際教養学部では「留学生の友達ができた」

(“.1%)と なっており学部の特徴がうかがえます。

寵
活動‐

t{t(o,are,\) (3,s86,l')

39.5

授業で体験 したと回答 した人のその他の異文化交流の機会 (1,897人 )(■ 072人 )

に
つ
い
て

ゼミや研究室で体験 したと回答 した人のその他の異文化交
2.4
l:ft.at#*tazzx) (276,l.)

サークル活動の場で体験したと回答 した人のその他の異文化交流の機会(lμ 9人 )(777人 )

1.4

国際コミュニティセンター(lCC)主催のイベントで体験したと回 した人のその他の異文化交流の機会 (417人 )(178人 )

ボランティアセンター(WバVOC)主催のイベン トで体験 したと回答 した人のその他の異文化交流の機会 (110人 )(47人 )

学生ラウンジで体験したと回答 した人のその他の異文化交流の機会 (480人 )(210人 )

その他 と回答 した人のその他の異文化交流の機会 (281人 )(164人 )

06 3.0

贅)授業で体験した     ● ゼミや研究室で体験した  (⊃サークル活動の場で体験した

鶉

'国

際コミュニティセンター(ICC)主催のイベントで体験した 1膀ボランティアセンター(WAVOc)主催のイベントで体験した

C)学生ラウンジで体験した 1艤その他          (⊃一度もなかった
左は複数回答の延べ数、右は実際の回答者数
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41.5

政治経済学部 (439人 )(213人 )

i*H*B(zgo,i.) (rool.)

第一文学部 (39人 )(18人 )

第二文学部 (23人 )(11人 )

文化構想学部 (409人 )(203人 )

A#$tzzz,i.) trzel.)
508

教育学部 (436人 )(205人 )

商学部 (281人 )(137人 )

理工学部 (15人 )(8人 )

375

基幹理工学部(169人 )(93人 )

創造理工学部 (161人 )(82人 )

30.5

先進理工学部(127人 )(65人 )

社会科学部 (227人 )(106人 )

人間科学部 (202人 )(89人 )

スポーツ科学部 (111人 )(53人 )

国際教養学部 (395人 )(167人 )

語や文化の壁を越えて交流できると考えているよ

うです。「音楽」 (27.9%)も 割合が高く、「音楽」

という共通言語を介して交流を図ることができる

と考えているようです。

また、男性は「スポーツ」(43.4%)の 割合が

高 く、女性は「外国を知るイベ ント」(44.0%)

の参加をきっかけに異文化交流の機会を求めてい

るようです。
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左は複数回答の延べ数、右は実際の回答者数

また反対にこれまでに異文化交流を体験 したこ

とがない学生は、「外国を知るイベント」があれ

ば参加 したい と考えています (38.4%)。 異文化

交流を経験 していないため、まずは外国の情報な

どを知ることにより、交流のきっかけとしたいと

考えているようです。また、ほぼ同程度「スポー

ツ」 (38.0%)の 場においての異文化交流機会が

あれば参加したいと考えています。スポーツは共

通ルールのもとに、楽しく身体を動かすため、言

洟置外国について知るこ|と ができた

|lm留学ャ||)と 思った

ロカルチ1■し当
'―

夕を受サ||||

「¬1語学力を伸ばすことができた~|||  ||||  |||||||■
||

口言何も得たものはない.|||||
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調
査
結
果
の
要
約
と
特
徴
　
　
　
　
４２



全 体

12.1
体全

複数回答の為、延べ人数合計値

男    性
(1,317人 )

(714人 )

女    性

(21165人 )

(1,130ンた)

(196人 )

(96人 )

(848ン )ヽ

(416ノ )`

上段は複数回答の延べ数、下段は実際の回答者数

政治経済学部

(203人 )

(102人 )

第 一 文 学 部
(8人 )

(4人 )

第 二 文 学 部
(4人 )

(3人 )

文化構想学部

人
人

２‐

１０

法  学  部

文  学  部

■
目
一

囲一課外活動に

■

(192人 )

(98人 )

教 育 学 部
(250人 )

(123人 )

商  学  部
(229人 )

(117人 )

理 工 学 部
(13人 )

(8人 )

基幹理工学部
(182人 )

(115人 )

創造理工学部
(135人 )

(77人 )

先進理工学部
(179人 )

(96人 )

社 会 科 学 部
(147人 )

(78人 )

人 間 科 学 部
(127人 )

(63人 )

スポーツ科学部
(“人)

(42人 )

国際教養学部
(5人 )

(2人 )

つ
い
て
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1轟11女 ||||||||1理 ||||||
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上段は複数回答の延べ数、下段は実際の回答者数
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爾趾蜃ランゲージエクスチェンジ ロfコ外国を知るイベント

画Fコ スポーツ      1画 El音楽

■ロロ留学生に日本を紹介するイベント 国爾圏合宿やフィール ドトリップ

ロfコ ポランティア          :饉 鰯目国際交流系サークル   饉凩蟄 その他
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|1  東京六大学ハイクをこ存じですか|?|

|「東京六大学ハイク」をご存じですが|‐

' |||‐

  ‐                ‐|
都心の主要なノ

tヾ

大学のキャンパスを歩いて巡る「東京六大学ハイ|″ |」 は、総長杯スポーツ大

会の一環として昨年から始まった、誰もが気軽に参加できるウオーキング種目です。コニスの

途中では休憩所を多数設けているので、自分のペースで無理なく歩|く ことができて安心。東京
タワーや皇居など都心のさまざまな名所を眺めながら、各大学のキャンパスの雰囲気も味わえ

|ま す。1秋晴れの空の下、心地よい汗を流して心身どもにリフレッシュし、参加者同士の親睦や

交流を深めてみませんか?|1個人参加のほか、ゼミやサークル単位の団体参加も大歓迎|です。
12010年度は19月 24日 に実施済みですが、例年同じ時期に開催予定です。

1学
内掲示等をご確認い

ただき、友だちを誘って、|ぜひご参加ください。              |  ‐||||||||||||  |

||   リフレッシュスタジオでも心も体もリフレッシュ !

■■|| |   |■ ■||                                 |            ||■ || ||||

大限ガーデンハウスlFの リフレッシュスタッォ|よ、昨年5月 にオープンした軽運動施設です。
利用可能時期は授業期間中の平日で、年間登録料1,0∞円で1年間、空いている時間で自分のペ

ースで楽しく体を動かせるほか、プロのインストラクターが週に2・ 3日 の一定時間|(60分程度)

実施してい.る ヨガやフィットネスなどあレギ1‐
‐
ラこ

―
レッスン (入門者向け)を受講できます:

2010年度後期は10月 中旬‐からスタートし、1月 末まで利用できますよ■‐  ‐   |||  ‐‐
※定員 (40名)を設けています。ご参加にあたっては必ず事前予約をお願いいたします3

予約は開始1週間前から受け付けています。         ||||||  ‐|||   ||■ ‐■||                          |||||       |||||
予約専用 8090-9012-9023 111      1

またt― トレ■エングセンター (学生会館B2F)や リフレッシュスタジォ|(大限ガーデンハウ
スlF)で も開室時間中に受け付けています。                |||     ||

■トレーニングセンタニ■平日■土曜は10:00-21:00、 日曜 。視日は10100-18100 ‐    ||
■リフレッシュスタジオ…開室時間等、詳細は下記WEBサイ|卜 をご確認ください。    |
■リフレッシュスタジオ登録方法               |‐ |‐||||||■

‐ ‐‐||‐||||||| ||||

|1 学生証と顔写真 1枚 (3× 215cm)|に 年間登録料■000円分の手数料収納証をご用意くだ

さい。1登録は|ト レ‐ニングセ|ン ター内の受イ寸カウンターおよびリウレッシュス|タ ジオ (開

1室時間内のみ)で受け付けています:  ‐||||                ||‐   ||||

■レッズン・スケジユ丁ルやプログラム             ||||  ‐‐
‐‐1専用webサイトやちらし||ポスタ

|■
等でゞ 確認ください。         ||‐

  |||||||||||||||||||

‐|‐ httl:〃WWWiWaSedajp/student/health         ll‐    ‐   ‐

★学生会館 トレーニングセンター      |||
TEL:03-3205■ 190911‐  ‐||||   ‐| ‐||||‐ ||||

メ■ルでのお問い合わせ先 :ken鳥:`五mplζOliSti慕五sedttp
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